
 講師の新宅百絵さんが、中心となってイベントを進めました。新宅

さんからは、今回のアートは人と比較するものではなく、参加した人

たちが「楽しい！」と思える瞬間や人との交流の中から、少しでもア

ートを楽しんでほしいと思っています。檜枝岐村の皆さんは、子供か

ら大人まで、気兼ねなく交流を図っていたのでとても素晴らしい村だ

と感じました。 

令和８年７月１５日（水）第８８号 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

７月６日（月）、檜枝岐小中学校体育館を会場に行われた「絵の具であそ

ぼう」のイベントを訪問しました。当日は未就学児から大人までの多くの

方が参加し、講師として６名のスタッフの方が子供たちと触れ合ったり、

村民の方がお手伝いをしてくれたり、楽しい時間を過ごしていました。 

このイベントの特徴は、大きな紙に思うままに絵の具で描いて表現する

ことですが、筆を使わずに手や足などを使って絵を描くため、絵の具の感

触を楽しむことができる体験活動でした。子供たちは、絵の具で手足や服

が汚れることも楽しみながら、素敵な笑顔で交流を図っていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こちらの QR コードから、閲覧・ダウンロードができます→ 

＜生徒の感想＞ 

友達と絵の具を付け合ったので、服や顔も

汚れましたが楽しかったです。また、小さい子

から大人の人とも交流ができたので、よい思

い出になりました。 

 

＜児童の感想＞ 

絵を描いたことも楽しかったです

が、友達と絵の具を服や顔に付け合

ったことも楽しかったです。 


